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研究成果の概要（和文）：本研究では、勤務地限定正社員に注目し、彼・彼女らに対する人事管理が就業意欲に
及ぼす影響を明らかにした。特に、職場における人事管理に焦点を当て、勤務地限定正社員のワーク・エンゲイ
ジメントを高める要因について検討した。具体的には、職場において勤務地限定正社員の仕事に関わるどのよう
なマネジメント要因が彼・彼女らのワーク・エンゲイジメントを高めうるのか、またどのような要因がそれらの
マネジメントと彼・彼女らのワーク・エンゲイジメントの関係を左右するのかを明らかとした。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on regular employees with limited work locations to 
determine the effects of human resource management in the workplace on their work engagement. 
Specifically, the study clarified which management factors affect their work engagement in the 
workplace, and what factors moderate the relationship between these management factors and their 
work engagement.

研究分野： 人的資源管理

キーワード： 限定正社員　勤務地限定正社員　ワーク・エンゲイジメント　マネジメント　人事管理　職場

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義としては、勤務地限定正社員のワーク・エンゲイジメントの向上を考える上で、当該社員が
従事する職場におけるマネジメントを検討する重要性について示唆したこと、また、その検討においてはJD-Rモ
デルが有効な理論的枠組みとなり得ることを示唆した点にある。そして、社会的意義としては、今後ますます勤
務地限定正社員の雇用が拡大する中で、彼・彼女らのワーク・エンゲイジメントを高める上で有効となる職場で
のマネジメント方法を具体的に示した点にあり、実務的に有益な知見となると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
※以下は、現時点で公表可能な内容にとどめ、後日再提出を予定するものである。 
 
１．研究開始当初の背景 

近年、日本の労働市場において限定正社員への関心が高まっている。限定正社員とは、勤
務地・職務・労働時間のいずれかまたは複数において限定性を有する正規雇用の従業員を示
し、いわゆる正社員である勤務地・職務・労働時間に限定のない無限定正社員と対比される
日本独自の就業形態である。2010 年代に入って政策的にその活用が促進され、現在約４割
の企業において活用されている。 

限定正社員は、主に①正社員－非正規社員間の格差解消や②正社員のワーク・ライフ・バ
ランス（WLB）の実現といった課題への解決策として位置付けられてきた。そのため、学
術的研究の関心は「解決策としてふさわしい就業形態か」という限定正社員制度の導入の視
点におかれ、働き方の限定性あるいは限定正社員制度の有無が及ぼす影響を検討する研究
が多かった。その一方で、限定正社員制度の運用の視点から限定正社員に対する具体的な人
事管理について十分な実態把握や理論的検討がなされた研究は極めて少ない。また、限定正
社員は WLB の実現に寄与する働き方であると評価される一方で、キャリアに対する意欲の
低下や、キャリア形成に不利であるといった懸念が持たれている。しかし、こうした懸念に
対して人事管理に関連した具体的な課題や問題点はほとんど明らかにされてこなかった。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、限定正社員に対する人事管理の実態を明らかにし、彼・彼女らの就業意
欲やキャリア形成にどのような影響を及ぼしているのかを検討することである。 

前述のように、これまでの研究は、「導入の視点」から働き方や制度における限定性の有
無が正社員に与える影響に焦点を当て、限定正社員と無限定正社員の間に差があるかどう
かを明らかにしてきた。一部の研究においては、これまで正社員に対して成立している理論
的な説明について、限定正社員の場合は成立しないもしくは前提とされる条件が異なるこ
とを示唆している。しかし、これらの理論に基づいた実証研究はまだほとんど行われていな
い。本研究は、「運用の視点」から限定正社員に対する人事管理を明らかにし、それが限定
正社員に及ぼす影響として主に就業意欲に関して理論的な観点より明らかにすることを目
指した。 
 具体的には、近年企業の人材不足に対するニーズと転勤を望まない労働者の就業ニーズ
に応える働き方として制度導入企業が増加傾向にある勤務地限定正社員に焦点を当てて、
勤務地限定正社員のワーク・エンゲイジメントを高めるマネジメント要因について、新たな
知見と示唆を提示することを目的とした。 
 これらの検討を通じて、これまでほとんど検討されてこなかった限定正社員の人事管理
に関する知見を得ること、さらに限定正社員に及ぼす影響をふまえた改善点を提示するこ
とで、限定性とキャリア形成を両立する限定正社員の人事管理構築に貢献することが期待
された。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、主に①文献調査、②２次データ再分析、③独自質問票調査（Web）の３つの方
法を用いた。 

具体的には、まず限定正社員を対象とした先行研究の文献レビューを実施した（①）。そ
の結果、３つの限定種類の中では、最も知見が蓄積されているのは勤務地限定正社員である
ことが確認された。これにより、この後の実証研究については、勤務地限定正社員のみに対
象を絞って実施することした。勤務地限定正社員を対象とした実証研究は、２次データの再
分析（②）を実施し、その結果に基づいた独自の質問票調査を実施し分析を行った（③）。   
 
４．研究成果 
（１）文献調査 

限定正社員を扱った研究を 3 つの研究群に分類してその知見を整理し、勤務地限定正社
員以外の限定正社員との比較を含めて概観した。その上で、勤務地限定正社員に焦点を当て
て先行研究の知見を抽出した。これにより、勤務地限定正社員が有する特徴を明確に確認し、
先行研究の知見から勤務地限定正社員を対象とした研究における課題として、①勤務地限
定正社員の就業意識に注目した研究の拡充、②職場におけるマネジメント要因が勤務地限
定正社員に与える影響に関する検討の必要性を指摘した。 

これら２つの課題を基に、実証研究では勤務地限定正社員のワーク・エンゲイジメントに
影響を与える職場のマネジメント要因に関して検討を行うこととした。 
（２）２次データ再分析 

厚生労働省白書『労働経済の分析』（厚生労働省,2019）の２次データを再分析することに
より、仕事の要求－資源（Job Demands-Resources：JD-R）モデルを理論的基盤として、勤



務地限定正社員の特徴から重要であると考えられるマネジメント要因について検討した。
これにより、勤務地限定正社員のワーク・エンゲイジメントを検討するにあたって JD-R モ
デルが有効な理論枠組みとなりうることを確認することができた。 
（３）独自質問票調査（Web） 

次に、この２次データ再分析で得られた知見を元に、２次データのデータ制約による課題
を改善し、より精度高くマネジメント要因の検討を行うために独自の質問票調査を実施し
た。本調査で収集したデータを用いて、２つの定量分析を実施した。これにより、勤務地限
定正社員の特徴から重要であると考えられるマネジメント要因（仕事の資源）について検討
し、彼・彼女らのワーク・エンゲイジメントの向上を考えるうえで、当該社員が従事する職
場におけるマネジメントを検討することの重要性を示唆した。また、実務的な示唆として、
勤務地限定正社員のワーク・エンゲイジメントを高める上で有効であると考えられる具体
的なマネジメント方法を提示した。 
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